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曲
直
瀬
道
三
は
漢
方
に
お
け
る
後
世
派
の
先
駆
者
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
書
き
残
し
た
医
書
に
つ
い
て
の
研
究
も
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
彼
の
代
表
作
『
啓
迪
集
』
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
医
学
が
確
立
す
る
以
前
、
す
な
わ
ち
、

彼
の
前
半
期
の
医
学
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
・

筆
者
ら
は
道
三
の
前
半
期
の
医
学
を
研
究
す
る
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
道
三
の
医
書
、
『
診
脈
口
伝
集
』
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）

の
中
に
、
道
三
の
医
学
、
す
な
わ
ち
、
「
当
流
」
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
を
見
出
し
た
。
本
報
で
は
こ
の
記
述
を
他
の
諸
文
献
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
り
、
道
三
の
前
半
期
に
お
け
る
医
学
思
想
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
本
報
に
お
け
る
道
三
の
前
半
期
と
は
足
利
学
校
時
代
か

ら
「
医
工
指
南
篇
』
を
著
し
た
年
（
一
五
六
四
年
）
ま
で
を
指
す
。

『
診
脈
口
伝
集
」
は
脈
に
関
す
る
道
三
の
医
書
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
同
名
異
書
と
み
ら
れ
る
内
閣
文
庫
所
蔵
の
同
書
の
末
尾
付
近
に
は

（
１
）

以
下
の
よ
う
な
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。

①
三
皇
、
伏
義
（
八
卦
）
、
…
…
神
農
（
本
草
）
、
…
…
黄
帝
（
素
問
）
、
…
…
巫
彰
、
雷
公
、
華
佗
・
…
：
、
扁
鵲
、
…
…
「
医
学
源
流
』
二
如

曲
直
瀬
道
三
の
前
半
期
の
医
学
（
二

ｌ
「
当
流
」
の
意
義
１

内
閣
文
庫
所
蔵
『
診
脈
口
伝
集
」

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
五
巻
第
三
号

平
成
十
一
年
九
月
二
十
日
発
行

遠
藤
次
郎

、

中 平
成
十
年
三
月
五
日
受
付

平
成
十
年
九
月
二
十
一
日
受
理

村

輝
子



日本医史学雑誌第45巻第3号(1999) 324

曲
直
瀬
道
三
の
前
半
期
に
書
か
れ
た
医
書
に
は
、
し
ば
し
ば
「
当
流
」
と
い
う
言
葉
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
言
葉
は
本
来
は
「
当
方
の
流

（
３
）

派
」
、
「
我
が
流
派
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
固
有
名
詞
に
近
い
言
葉
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
道
三
の
晩
年
に
重
な
る
年
代
に
生

き
た
沢
庵
の
『
医
説
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

⑦
中
古
に
丹
渓
と
云
ふ
名
医
生
ま
れ
て
、
こ
と
ご
と
く
心
持
を
、
う
ら
お
も
て
か
へ
て
、
医
道
を
ひ
ら
き
た
る
な
り
。
其
筋
を
、
日
本
よ

り
一
人
の
律
師
あ
り
て
（
出
家
な
り
）
渡
唐
し
て
丹
渓
の
流
を
伝
へ
て
帰
る
。
足
利
の
三
帰
、
其
流
を
う
け
て
関
東
に
ば
か
り
ひ
ろ
ま
り
て
あ

る
べ
き
を
、
古
、
道
三
一
渓
と
い
ひ
し
人
、
関
東
へ
下
り
、
此
流
を
伝
へ
て
上
洛
し
け
る
が
、
三
帰
へ
其
筋
道
を
ば
う
け
て
聞
け
れ
ど
も
、

三
帰
よ
り
物
を
ひ
ろ
く
し
り
、
知
恵
殊
の
外
ま
さ
り
た
る
に
よ
り
、
都
に
て
様
々
の
医
書
を
つ
く
り
、
日
々
談
議
講
説
を
し
て
、
天
下
の
者

皆
々
あ
つ
ま
り
聞
き
、
弟
子
に
な
り
て
よ
り
、
医
道
は
じ
め
て
ひ
ら
け
た
る
様
に
成
り
、
日
本
国
大
か
た
皆
、
道
三
流
に
成
り
ぬ
る
な
り
、

此
ノ
名
人
数
百
人
ア
リ
、
悉
不
孜
記
、
②
当
流
二
用
ル
ハ
四
先
生
ト
テ
四
人
ア
リ
。
張
仲
景
、
外
感
ヲ
主
ト
ス
。
劉
河
間
、
熱
病
ヲ
治
ス
。

李
東
垣
、
内
傷
ヲ
療
ス
。
朱
丹
渓
、
雑
病
ヲ
得
タ
リ
、
（
朱
丹
渓
）
東
垣
力
弟
子
也
。
③
当
流
二
四
先
生
用
ル
内
二
、
東
垣
、
丹
渓
ヲ
本
ト
ス
。

東
垣
ハ
潔
古
力
弟
子
也
。
丹
渓
ハ
東
垣
力
弟
子
也
、
又
、
此
内
二
丹
溪
ヲ
本
ト
ス
。
日
本
道
三
丹
溪
流
之
。
④
武
蔵
国
二
導
道
卜
云
人
入
唐

シ
テ
、
丹
渓
ヲ
ツ
タ
エ
テ
帰
朝
シ
テ
、
道
三
是
二
有
一
伝
也
。
道
三
初
ハ
三
喜
之
弟
子
也
。
後
二
導
道
ノ
弟
子
也
。
然
ハ
唐
ョ
リ
嫡
々
相
承

也
。
⑤
唐
之
熊
宗
立
卜
云
人
、
諸
ノ
医
書
ノ
注
ヲ
セ
シ
メ
、
指
出
タ
リ
。
知
恵
ア
サ
シ
ト
之
、
当
流
ニ
ハ
タ
ッ
ト
マ
ス
、
東
垣
、
丹
渓
力
害

ヲ
タ
ッ
ト
ム
也
。
⑥
翠
竹
院
一
渓
道
三
舎
診
脈
口
伝
集
」
）

こ
の
文
は
大
別
し
て
二
つ
の
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
第
一
点
は
、
道
三
が
師
、
導
道
な
ら
び
に
三
喜
か
ら
継
承
し
た
医
学
（
「
当

（
２
）

流
」
）
の
系
譜
に
つ
い
て
、
第
二
点
は
、
当
流
の
医
学
思
想
に
関
し
て
で
あ
る
。
第
一
点
に
つ
い
て
は
前
報
で
検
討
し
た
の
で
、
本
報
で
は
第

こ
の
文
は
大
別
し
て
一
三

流
」
）
の
系
譜
に
つ
い
て
、
妹

二
点
を
中
心
に
検
討
し
た
。

二
『
医
説
』
お
よ
び
『
診
脈
口
伝
集
』
に
お
け
る
当
流
の
意
義
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是
が
当
流
な
り
、
丹
渓
の
流
な
り
。
（
沢
庵
「
医
説
」
）

沢
庵
は
道
三
の
流
派
に
属
し
て
は
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
お
け
る
「
当
流
」
は
「
我
が
流
派
」
の
意
味
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
道
三
の

流
派
以
外
の
人
々
の
間
に
も
、
当
流
が
道
三
流
あ
る
い
は
丹
渓
流
を
意
味
す
る
固
有
名
詞
に
近
い
言
葉
と
し
て
知
れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
は
、

次
の
『
涙
墨
紙
」
の
序
文
か
ら
も
わ
か
る
。

⑧
導
道
…
…
古
河
三
喜
…
…
道
三
、
是
以
世
呼
当
流
、
而
構
丹
渓
之
流
派
弓
涙
墨
紙
」
序
）

道
三
自
身
の
記
述
の
中
で
、
当
流
を
説
明
し
た
例
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
本
報
の
は
じ
め
に
引
用
し

た
『
診
脈
口
伝
集
』
の
①
～
⑥
の
文
は
短
文
な
が
ら
、
道
三
自
身
が
当
流
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
『
診
脈
口
伝
集
」
の
記

事
を
沢
庵
の
「
医
説
」
の
記
事
で
補
完
し
な
が
ら
読
む
と
、
当
流
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

「
中
国
医
学
の
源
流
は
、
伏
義
、
神
農
、
黄
帝
、
扁
鵲
な
ど
数
百
人
に
の
ぼ
る
が
、
我
々
の
流
派
は
張
仲
景
、
劉
河
間
、
李
東
垣
、
朱
丹
渓

の
四
人
の
先
生
の
説
に
基
づ
く
。
こ
と
に
丹
渓
の
説
に
基
づ
く
。
武
蔵
国
に
導
道
と
い
う
人
が
い
て
、
中
国
へ
行
っ
て
丹
渓
の
医
学
を
学
ん

で
帰
っ
て
き
た
。
三
喜
は
導
道
の
医
学
を
学
び
、
関
東
一
円
に
こ
の
医
学
を
広
め
た
。
道
三
は
初
め
に
三
喜
に
つ
い
て
、
次
に
導
道
に
直
接

つ
い
て
、
こ
の
医
学
を
学
び
、
こ
れ
を
日
本
全
国
に
広
め
た
。
」

『
診
脈
口
伝
集
』
の
中
で
、
道
三
が
誇
ら
し
げ
に
当
流
を
主
張
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
④
の
最
後
の
「
唐
ョ
リ
嫡
々
相
承
也
」
と

い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
の
中
に
、
自
分
達
の
流
派
は
当
時
の
中
国
で
主
流
で
あ
っ
た
朱
丹
溪
の
医
学
を
じ
か
に
学
ん
で
き
た
、
と
い
う
強
い

自
負
が
感
じ
ら
れ
る
。
当
流
の
中
で
道
三
が
最
も
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

い
ス
》 道

三
は
「
診
脈
口
伝
集
」
の
①
と
⑤
に
お
い
て
、
熊
宗
立
の
『
医
学
源
流
」
を
引
用
し
、
我
々
は
こ
の
医
学
を
採
用
し
な
い
、
と
記
し
て

三
『
医
学
源
流
』
（
熊
宗
立
）
の
否
定



〕26日本医史学雑誌第45巻第3号（1999）

こ
の
記
述
を
検
討
す
る
に
先
立
っ
て
、
「
医
学
源
流
」
な
ら
び
に
こ
れ
に
関
連
し
た
医
書
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

「
医
学
源
流
」
は
単
行
も
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
は
「
医
書
大
全
』
（
熊
宗
立
編
）
の
は
じ
め
に
付
録
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
医
学

源
流
』
を
含
む
「
医
書
大
全
」
は
日
本
で
最
初
の
刊
行
図
書
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
刊
行
は
大
永
八
年
（
一
五
二
八
年
）
で
あ
り
、
道
三
が
足

利
学
校
に
入
っ
た
年
に
あ
た
る
。
当
時
、
本
書
は
大
変
重
宝
が
ら
れ
、
流
布
し
た
。
ま
た
、
「
医
書
大
全
」
の
病
の
総
論
部
を
抄
出
し
た
「
医

（
４
）

方
大
成
論
』
が
日
本
で
作
ら
れ
、
こ
れ
が
江
戸
時
代
前
半
期
に
お
け
る
最
大
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
医
界
を
風
摩
し
た
。

こ
の
よ
う
に
後
世
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
「
医
書
大
全
』
な
ど
を
道
三
は
何
故
に
排
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
引
用
文
の
①

～
⑤
に
基
づ
く
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
．
ヨ
医
書
大
全
』
は
、
伏
義
、
神
農
か
ら
朱
丹
渓
に
至
る
名
医
、
数
百
人
を
医
学
の
源
流
と
し
、
こ

れ
ら
の
中
か
ら
、
有
効
な
治
療
法
を
蒐
集
し
て
い
る
（
②
）
。
こ
の
よ
う
に
編
蟇
さ
れ
た
も
の
は
羅
列
的
で
浅
薄
で
あ
る
（
⑤
「
知
恵
浅
シ
」
）
。

当
流
は
こ
の
よ
う
な
医
学
体
系
を
採
用
し
な
い
」
。
こ
の
よ
う
な
理
由
を
述
べ
る
背
景
に
は
、
我
が
流
派
は
朱
丹
渓
を
中
軸
と
す
る
体
系
だ
っ

た
医
学
で
あ
る
、
と
い
う
強
い
主
張
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
当
流
は
『
医
書
大
全
』
な
ど
を
採
用
し
な
い
」
と
い
う
説
の
代
表
的
な
例
を
い
く
つ
か
見
て
い
き
た
い
。

（
ｉ
）
道
三
の
代
表
作
、
『
啓
迪
集
』
は
六
四
種
も
の
数
多
く
の
文
献
を
引
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
中
に
『
医
書
大
全
』
や

「
医
方
大
成
論
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
こ
れ
ら
の
医
書
を
道
三
が
意
識
的
に
排
除
し
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

（
５
）

（
１
）
河
内
全
節
『
日
本
医
道
沿
革
考
』
の
中
に
、
次
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。

⑨
後
陽
成
帝
ノ
朝
二
至
り
、
曲
直
瀬
正
慶
（
道
三
）
ト
イ
フ
者
出
テ
、
金
ノ
李
東
垣
ノ
方
法
、
及
ビ
元
ノ
朱
丹
溪
ノ
方
法
ヲ
表
準
遵
奉
シ
、

其
名
声
朝
野
二
振
上
、
技
術
一
世
ヲ
風
座
ス
、
海
内
奉
ジ
テ
以
テ
師
表
ト
ス
、
是
二
至
テ
、
和
気
丹
波
以
下
五
典
薬
諸
家
ノ
主
張
ス
ル
所
ノ

和
剤
局
方
、
医
方
大
成
等
ノ
説
、
遂
二
衰
廃
シ
、
金
元
ノ
医
学
盛
二
行
ハ
ル
（
河
内
全
節
冒
本
医
道
沿
革
き
）

こ
の
中
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
和
気
や
丹
波
な
ど
の
典
薬
の
諸
家
が
主
張
す
る
「
和
剤
局
方
』
や
『
医
方
大
成
論
」
の
説
が
衰
微

し
、
金
元
の
医
学
が
行
わ
れ
た
、
と
の
部
分
で
あ
る
。
三
喜
や
道
三
が
新
し
い
医
学
を
興
し
た
の
に
伴
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
局
方
派
が
衰
退
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四
「
月
湖
抜
粋
医
学
迪
蒙
」
に
お
け
る
当
流

（
６
）
（
２
）

『
月
湖
抜
粋
医
学
迪
蒙
』
（
以
下
、
通
蒙
」
と
略
す
）
に
つ
い
て
は
前
報
で
概
略
を
紹
介
し
た
が
、
本
書
に
お
い
て
も
当
流
に
関
し
て
の
示
唆

に
富
む
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
流
に
関
連
す
る
記
述
を
以
下
に
示
す
。

⑩
祖
宗
月
湖
先
生
ハ
入
唐
ノ
暇
日
、
諸
家
ノ
秘
文
ヲ
撮
テ
、
全
九
集
要
ヲ
撰
ス
、
尤
モ
当
流
之
霊
方
也
。
．
…
：
⑪
其
後
ノ
末
孫
、
江
春
斎

ハ
接
武
（
ア
ト
ヲ
ッ
ィ
デ
）
、
和
極
集
、
脈
伝
、
禁
好
集
、
能
毒
集
、
灸
歌
等
ヲ
撰
シ
、
後
人
ヲ
啓
迪
ス
。
⑫
余
、
マ
タ
、
近
来
ノ
書
籍
ヲ
検
編

セ
シ
メ
テ
諸
学
蒙
徒
ヲ
導
ク
故
二
号
シ
テ
抜
粋
医
学
迪
蒙
集
卜
曰
ク
。
文
章
ハ
古
賢
之
語
二
随
イ
、
薬
名
ハ
月
湖
之
秘
伝
ヲ
著
ス
．
⑬
柴
胡
、

常
山
ノ
ー
味
ハ
他
家
之
用
薬
ト
当
家
ト
甚
シ
ク
異
ナ
ル
也
。
後
人
ノ
人
、
訂
シ
テ
之
ヲ
用
イ
ル
ハ
幸
ナ
ラ
ン
カ
。
⑭
干
時
天
文
元
暦
仲
冬
初

吉
、
三
喜
末
孫
、
道
喜
序
。
（
「
迪
蒙
』
序
文
）

（
２
）

前
報
で
明
ら
か
に
し
た
如
く
、
『
迪
蒙
」
に
お
け
る
月
湖
は
導
道
、
江
舂
斎
は
三
喜
、
道
喜
は
道
三
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
示
さ

れ
て
い
る
学
統
、
す
な
わ
ち
、
月
湖
（
導
道
）
が
中
国
か
ら
日
本
に
医
学
を
持
ち
帰
り
、
江
春
斎
三
喜
）
が
こ
の
医
学
を
継
承
し
、
さ
ら
に

道
喜
（
道
三
が
こ
れ
を
継
承
し
た
、
と
い
う
系
譜
は
、
「
診
脈
口
伝
集
」
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
系
譜
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
と
に
、
「
迪
蒙
」
で

は
、
導
道
（
月
湖
）
を
「
祖
宗
」
と
し
、
三
喜
（
江
春
斎
）
な
ら
び
に
道
三
（
道
喜
）
を
「
末
孫
」
と
記
し
、
あ
た
か
も
血
縁
関
係
が
あ
る
か

し
た
、
と
い
う
見
解
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
『
医
方
大
成
論
』
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
と
い
う
説

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
『
医
書
大
全
』
の
正
式
の
名
称
は
『
名
方
類
証
医
書
大
全
』
で
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
、
古
来
か
ら
の
名
方
を

病
名
毎
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
を
『
和
剤
局
方
』
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
宋
代
以
後
の
名
方
を
数
多
く
収
載
し
て
い
る
点

は
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
編
蟇
の
基
本
的
な
姿
勢
は
「
和
剤
局
方
」
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
医
学
で
は
、
病
証
に
対
す
る
深
い
洞
察
が

な
く
、
病
証
に
対
し
て
単
に
出
来
合
い
の
処
方
し
か
配
当
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
、
道
三
が
掲
げ
た
医
学
は
「
察
証
弁
治
」
の
医
学
で
あ

る
。
こ
の
立
場
で
は
、
『
医
書
大
全
」
は
「
和
剤
局
方
」
と
一
緒
に
扱
わ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
『
診
脈
口
伝
集
』
に
も
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
「
嫡
々
相
承
也
」
（
嫡
子
よ
り
嫡
子
へ
と
次
々
に

家
を
継
ぐ
こ
と
）
と
記
し
て
い
る
（
④
）
。
こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
、
当
流
に
お
け
る
継
承
の
緊
密
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。

「
迪
蒙
』
に
お
け
る
当
流
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
「
全
九
集
要
」
な
る
医
書
を
「
尤
も
当
流
の
霊
方
也
」
と
し
て

重
視
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
全
九
集
要
』
は
今
日
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
全
九
集
要
』
に
基
づ
い
て
著
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
迪
蒙
」
が

現
存
の
「
全
九
集
」
に
近
い
こ
と
か
ら
、
『
全
九
集
要
』
は
「
全
九
集
』
の
も
と
に
な
っ
た
医
書
と
推
測
さ
れ
る
。
『
全
九
集
」
に
関
連
す
る

（
７
）

医
書
が
当
流
で
最
も
重
視
さ
れ
る
所
以
は
、
こ
れ
ら
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
、
導
道
直
伝
の
医
書
と
目
さ
れ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
『
全

九
集
要
』
の
代
わ
り
に
、
こ
れ
を
基
盤
に
し
て
著
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
『
迪
蒙
」
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。

「
迪
蒙
』
の
各
論
に
は
出
典
を
附
し
た
引
用
文
が
多
い
。
こ
れ
ら
を
頼
り
に
引
用
医
耆
の
傾
向
を
見
る
と
、
『
丹
渓
心
法
』
、
『
丹
渓
蟇
要
」
、

「
医
学
正
伝
』
、
「
明
医
雑
著
』
な
ど
、
朱
丹
渓
の
医
学
を
継
承
し
た
医
書
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
迪
蒙
」
は
丹
渓
の
流
派

に
属
す
る
医
書
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
迪
蒙
」
が
「
診
脈
口
伝
集
』
に
記
さ
れ
た
当
流
の
内
容
に
近
い
医
書
で
あ
る
こ
と
は
次
の
例
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
本
書
に
は
「
医
方
大

成
論
』
か
ら
の
次
の
よ
う
な
引
用
が
み
ら
れ
る
。

⑮
大
成
等
二
五
燗
ヲ
ワ
ク
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
、
丹
渓
ハ
疾
卜
火
ト
ノ
ニ
ッ
定
テ
治
ス
ル
也

⑯
夫
大
成
等
ニ
ハ
五
疸
ヲ
ワ
カ
ッ
ト
云
ヘ
ド
モ
丹
渓
ハ
（
コ
ヒ
等
ヲ
ワ
カ
タ
ズ
、
皆
湿
熱
ト
ナ
ス

⑰
大
成
ニ
ハ
赤
ハ
熱
、
白
ハ
寒
ト
ア
ル
ハ
甚
誤
也
、
赤
白
ト
モ
ニ
湿
熱
腸
胄
一
一
佛
鯵
ト
シ
テ
生
ズ
ト
原
病
式
二
見
タ
リ
、
：
…
・
丹
渓
ガ
云

⑱
大
成
ニ
ハ
五
痒
ヲ
挙
タ
リ
、
…
：
．
丹
渓
ガ
云
う
手
麻
ハ
気
虚
也
、
手
木
ハ
湿
疾
死
血
ナ
リ
、
十
指
ノ
麻
ハ
胄
中
二
疾
ア
リ
卜
云
へ
り

こ
れ
ら
の
記
述
は
、
病
を
羅
列
的
、
表
面
的
に
扱
っ
た
『
医
方
大
成
論
」
の
見
方
を
否
定
し
、
病
源
ま
で
湖
っ
て
考
え
よ
う
と
す
る
丹
渓

の
医
学
を
推
奨
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
「
当
流
は
熊
宗
立
の
『
医
学
源
流
」
を
採
用
し
な
い
」
と
い
う
『
診

⑰
大
成
ニ
ハ
赤
ハ
熱
、
白
ハ

…
皆
湿
熱
ヲ
本
ト
ス
ト
ァ
リ



前
節
で
『
全
九
集
」
関
連
の
医
書
が
当
流
の
最
も
基
本
的
な
医
書
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
節
で
は
、
一
般
に
知

ら
れ
て
い
る
『
全
九
集
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

』
一
般
に
『
全
九
集
』
の
原
著
者
は
「
銭
塘
月
湖
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
経
歴
は
不
明
で
、
そ
の
存
在
す
ら
疑
問
視
す
る
人

９９

（
８
）

四
も
い
る
。
彼
が
丹
渓
の
医
学
を
汲
む
人
物
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
『
全
九
集
』
な
ら
び
に
「
銭
塘
月
湖
」
に
つ
い
て
は

（
７
）

鍔
不
可
解
な
点
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
こ
れ
に
関
し
て
は
別
報
で
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
『
全
九
集
』
の
内
容
は
『
迪
蒙
』
と
類
似
し
て
い

誤
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
本
書
も
『
迪
蒙
』
と
同
様
、
丹
渓
の
医
学
に
属
す
る
医
聿
白
と
み
ら
れ
る
。

５認
当
流
に
お
け
る
「
全
九
集
」
の
意
義
を
考
え
る
上
で
、
本
書
が
他
に
例
を
見
な
い
特
殊
な
構
成
を
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え

（
９
）

誌
ば
、
巻
之
三
の
初
め
の
四
篇
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

雑響
⑲
右
拾
箇
条
先
欲
入
医
学
之
門
可
明
之
者
也

稚
⑳
右
八
箇
条
診
切
之
学
将
軌
著
可
候
焉

［
捌
口
航
Ｕ
二
Ｊ
｛
ユ
ー
ォ
『
ｕ
Ｌ
ご
乙
可
４
入
多
７
Ｊ
ア
ー
呵
弘
Ｚ
一
戸
巧
訂
０
土
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脈
口
伝
集
」
の
立
場
を
具
体
化
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑳
右
一
十
九
箇
条
固
医
門
之
奥
室
秘
中
之
秘
成
也

こ
こ
で
は
入
門
篇
（
⑲
）
か
ら
奥
儀
篇
（
⑳
、
⑫
）
へ
と
順
次
配
列
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
お
よ
び
構
成
か
ら
、
本
書
は
当
流
の
印

（
、
）

可
害
的
な
意
味
合
い
が
強
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
中
国
に
は
丹
渓
の
医
学
を
継
承
し
た
著
名
な
医
書
が
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
中
国
で
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
に
知
ら
れ
て
い
な
い
『
全
九
集
」
を
重
視
し
た
背
景
に
は
、
本
書
が
当
流
の
「
秘
す
」
べ

き
性
格
を
持
っ
た
印
可
害
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

⑪
右
七
箇
条
者
診
切
之
奥
儀
也

五
銭
塘
月
湖
編
纂
「
全
九
集
』
に
お
け
る
当
流
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『
切
紙
』
は
、
門
人
の
才
能
に
応
じ
て
、
道
三
が
当
流
の
秘
訣
を
自
ら
記
し
て
授
与
し
た
断
片
（
「
切
紙
」
）
を
編
集
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
近
年
に
な
っ
て
、
『
切
紙
』
の
原
型
と
み
ら
れ
る
『
探
蹟
集
」
が
発
見
さ
れ
、
『
切
紙
」
の
本
来
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
Ⅱ
）

よ
う
に
な
っ
た
。
「
探
瞳
集
』
が
『
切
紙
」
と
異
な
る
点
は
、
各
篇
の
最
後
に
、
こ
れ
が
自
分
の
師
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た

（
岨
）

記
事
を
残
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑳
直
聴
師
君
、
尊
講
而
私
註
薬
剤
（
「
当
他
之
両
例
」
）

⑳
以
師
君
之
秘
本
写
之
畢
（
「
三
治
授
」
）

⑳
右
以
師
君
之
秘
本
写
之
畢
而
聰
明
講
遂
一
諾
者
也
（
「
五
矩
」
）

道
三
は
師
か
ら
受
け
継
い
だ
医
学
を
道
三
の
弟
子
達
に
「
切
紙
」
と
し
て
与
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
切
紙
」
は
当
流
を
継
承
す
る
者
に
与

（
略
）

え
る
印
可
状
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
切
紙
」
を
理
解
す
る
と
、
『
切
紙
」
の
中
に
「
当
流
」
の

用
例
が
多
い
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。
『
探
蹟
集
』
は
永
禄
二
年
二
五
五
九
年
）
に
著
さ
れ
て
お
り
、
道
三
の
前
半
期
に
お
け
る
「
当
流
」
の
内

（
Ｍ
）

容
を
知
る
の
に
恰
好
な
資
料
と
い
え
る
。
『
切
紙
」
の
中
に
み
ら
れ
る
当
流
の
い
く
つ
か
の
例
を
示
す
。

⑳
「
凡
七
事
之
弁
剤
者
当
流
調
合
奥
儀
」
（
七
事
は
「
五
蔵
寒
熱
両
治
弁
剤
」
「
三
焦
流
通
気
血
弁
剤
」
「
表
裏
散
攻
軽
重
弁
剤
」
「
十
二
引
経
弁
剤
」

「
三
焦
燥
潤
軽
重
弁
剤
」
「
三
停
風
証
駆
邪
弁
剤
」
「
患
後
様
養
前
後
弁
剤
」
を
指
す
）
（
「
切
紙
」
）

⑰
当
流
、
ホ
、
挟
、
縮
、
乾
姜
、
蕾
、
木
香
之
類
不
用
之
含
切
紙
」
）

⑳
諸
疾
皆
因
陰
陽
偏
勝
、
其
治
不
過
守
中
、
是
当
流
之
奥
儀
也
言
切
紙
」
）

⑳
庸
医
悉
重
貴
薬
、
軽
賤
味
、
当
流
不
然
、
以
中
病
貴
之
、
以
不
中
病
賤
之
（
「
切
紙
」
）

⑩
制
方
法
当
流
不
倣
東
垣
二
十
余
味
之
類
…
…
（
『
切
紙
」
）

六
『
切
紙
」
に
お
け
る
当
流
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丹
渓
の
説
に
由
来
し
て
い
る
。

曲
直
瀬
一
渓
道
三
と
い
う
名
の
意
味
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
、
「
曲
直
瀬
」
、

（
喝
）

「
一
渓
」
、
「
道
三
」
の
各
々
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
相
互
に
関
連
付
け
た
も
の
で
は
な
い
。
著
者
ら
は
前
報
で
明
ら
か
に
し
て

き
た
導
道
・
三
喜
別
人
説
、
な
ら
び
に
、
本
報
で
と
り
あ
げ
た
当
流
の
意
義
か
ら
、
曲
直
瀬
、
一
渓
、
道
三
の
各
々
の
意
味
を
相
互
に
関
連

付
け
て
以
下
の
よ
う
に
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
略
）

曲
直
瀬
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
真
柳
誠
氏
が
興
味
深
い
知
見
を
報
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
害
経
」
洪
範
篇
に
「
木
（
東
に
相

当
す
る
）
は
曲
直
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
曲
直
瀬
は
「
東
方
（
日
本
）
の
瀬
（
流
れ
）
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
著
者
ら
も
次

の
理
由
に
よ
り
真
柳
氏
の
説
に
賛
同
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
曲
直
瀬
は
丹
渓
に
源
を
も
つ
中
国
医
学
の
日
本
に
お
け
る
支
流
の
意
味
で
あ
る
。

曲
直
瀬
の
意
味
を
以
上
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
次
の
「
一
渓
」
、
「
道
三
」
も
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
一
渓
」

は
丹
渓
に
源
を
も
つ
中
国
に
お
け
る
一
本
の
谷
川
、
「
道
三
」
は
導
道
、
三
喜
、
道
三
の
三
者
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
日
本
に
お
け
る
当
流
の

⑩
に
お
い
て
は
、
当
流
で
は
東
垣
の
多
味
の
処
方
は
採
用
せ
ず
、
丹
渓
の
薬
味
の
少
な
い
処
方
を
採
用
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
に
示
し
た
「
切
紙
」
中
の
当
流
の
用
例
は
、
本
報
の
は
じ
め
に
引
用
し
た
『
診
脈
口
伝
集
』
の
説
、
「
当
流
は
東
垣
、
丹
渓
の
二
先
生

を
重
視
し
、
こ
と
に
丹
渓
の
説
に
基
づ
く
（
③
こ
と
い
う
記
述
に
合
致
し
て
い
る
。

⑰
で
は
、
丹
渓
が

い
な
い
と
し
て
い
る
。

⑳
、
⑳
の
例
は
「
中
」
を
重
視
し
た
理
論
で
あ
る
。
こ
の
説
は
胄
気
の
脈
（
中
脈
）
を
重
視
し
た
李
東
垣
、
な
ら
び
に
腎
精
を
重
視
し
た
朱

⑳
で
は
、
当
流
は
五
臓
、
三
焦
、
寒
熱
、
表
裏
な
ど
に
よ
り
、
察
証
弁
治
す
る
流
派
と
記
し
て
い
る
。

⑳
で
は
、
丹
渓
が
「
局
方
発
揮
』
な
ど
で
強
く
弊
害
を
主
張
し
て
い
る
「
辛
香
燥
熱
の
剤
」
（
こ
こ
で
は
乾
姜
、
董
香
、
木
香
）
を
当
流
は
用

七
曲
直
瀬
一
渓
道
三
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な
お
、
曲
直
瀬
道
三
の
姓
名
の
意
味
と
関
連
し
て
、
道
三
の
「
切
紙
』
の
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
署
名
の
一
部
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た

い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑪
干
時
日
東
元
亀
第
四
癸
酉
年
上
元
日
洛
下
錐
知
苦
斎
孟
静
翁
道
三
（
「
切
紙
」
）

こ
の
文
中
の
「
時
、
日
東
（
日
本
）
の
～
年
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
中
国
と
日
本
の
関
係
を
強
く
意
識
し
た

ｊ
も
の
で
あ
り
、
前
述
し
た
曲
直
瀬
の
意
味
に
呼
応
し
て
い
る
。

９９⑭
本
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
道
三
は
自
分
の
名
前
を
作
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
、
当
流
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
強
か
っ
た
、
と
著
者
ら

骨
は
推
定
し
て
い
る
。

332

道
三
が
特
別
な
意
味
を
込
め
て
当
流
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
こ
と
を
前
節
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
当
流
の
見
方
が

道
三
の
師
で
あ
る
導
道
や
三
喜
に
お
い
て
、
す
で
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

導
道
が
特
殊
な
当
流
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
か
否
か
は
、
彼
が
著
し
た
と
い
わ
れ
る
医
書
が
今
日
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
を
直
接

に
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
導
道
の
口
訣
集
と
で
も
い
う
べ
き
「
老
師
雑
話
記
』
が
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
道
三
の
見

方
が
濃
厚
に
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
、
導
道
の
説
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
導
道
の
医
学
を
考
え
る
に
際
し
て
役
立
つ
の
は
、

『
当
流
医
学
之
源
委
』
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
ろ
う
。

⑫
（
享
禄
四
年
）
初
遇
於
導
道
而
即
習
素
問
、
読
微
義
、
明
於
古
来
諸
論
諸
方
之
可
否
也
。
伝
受
於
用
薬
百
二
十
種
之
効
能

こ
こ
に
は
道
三
が
導
道
か
ら
『
素
問
」
や
『
玉
機
微
義
」
を
教
わ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
玉
機
微
義
』
は
『
啓
迪
集
」
で
も
し
ば

し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
道
三
が
重
視
し
た
医
書
で
あ
る
が
、
本
書
は
あ
く
ま
で
「
黄
帝
内
経
の
経
旨
に
基
づ
い
て
、
古
今
の
医
書

（
Ⅳ
）

伝
播
路
、
と
解
さ
れ
る
。

八
導
道
、
三
喜
に
お
け
る
当
流
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解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

（
岨
）

⑭
気
滞
ハ
痛
ヲ
ワ
タ
ス
之
、
夫
当
流
ニ
ハ
血
（
食
の
誤
）
塊
ハ
ナ
シ
。
皆
気
結
、
疾
、
血
ノ
塊
之
（
「
大
成
捷
径
度
印
可
集
」
）

⑬
で
は
「
当
流
は
旧
方
を
捨
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
で
の
当
流
は
伝
統
的
な
処
方
を
否
定
し
た
自
分
流
の
医
学
で
あ
る
こ
と
が

（
犯
）

わ
か
る
。
こ
と
に
、
「
酬
医
頓
得
』
に
み
ら
れ
る
医
学
は
三
喜
特
有
の
仏
教
医
学
で
あ
り
、
丹
渓
の
医
学
で
は
な
い
。
⑭
で
は
、
丹
渓
流
の
医

書
の
中
に
み
ら
れ
る
「
三
塊
（
血
塊
、
疾
飲
、
食
積
）
の
弁
」
を
否
定
し
、
「
気
結
、
疾
飲
、
血
塊
」
の
三
塊
論
を
展
開
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
に
お
け
る
「
当
流
」
は
丹
渓
流
で
は
な
く
、
自
分
流
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
喜
の
医
学
に
は
丹
渓
の
説
も
み
ら
れ
る
が
、
「
当
流
」
の
用
例
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
引
用
文
の
⑬
、
⑭
の
ご
と
く
、
三
喜
流
の
意
味
と

得
、

、一

（
昭
）

の
源
泉
を
探
り
、
劉
完
素
、
李
東
垣
、
朱
丹
渓
ら
の
論
集
の
要
点
を
折
衷
し
た
」
医
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、

導
道
の
医
学
は
『
玉
機
微
義
』
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
三
喜
の
当
流
の
用
例
を
検
討
し
た
い
。

⑬
ソ
モ
ソ
モ
当
流
ハ
旧
方
ヲ
捨
テ
、
圓
〔
マ
ド
カ
〕
二
心
色
本
分
ヲ
観
ジ
テ
、
猶
己
心
ヲ
得
道
ノ
窓
二
残
ス
。
各
々
以
心
伝
心
ノ
エ
、
朝

ナ
タ
ナ
ニ
五
剤
三
穎
水
ヲ
湛
ヘ
テ
随
縁
応
現
ノ
満
月
ヲ
浮
ブ
ベ
シ
。
コ
レ
ヲ
把
エ
ル
者
ハ
己
心
一
具
ノ
脈
証
ノ
掌
（
コ
コ
ロ
）
タ
リ
（
「
酬
医
頓

以
上
、
本
節
で
は
導
道
と
三
喜
に
お
け
る
「
当
流
」
の
意
義
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
道
三
が
主
張
す
る
「
当
流
」
は
師
か
ら
受

け
継
い
だ
も
の
で
は
な
く
、
道
三
が
創
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

道
三
の
数
多
く
の
医
書
を
通
覧
す
る
と
、
当
流
の
用
例
は
道
三
の
前
半
期
の
医
書
に
多
く
記
さ
れ
、
後
半
期
の
も
の
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
変
化
は
、
後
半
期
に
は
道
三
独
特
の
医
学
体
系
が
確
立
し
、
中
国
か
ら
直
輸
入
し
た
医
学
と
い
う
特
徴
を
敢
え
て

九
当
流
の
変
遷
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異
な
っ
て
い
る
。

鐸
⑮
（
『
全
九
集

５鍵
と
記
し
て
い
る
。

知
持
ち
出
す
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
９
）

⑮
四
腎
弁
、
外
感
法
仲
景
、
内
傷
法
東
垣
、
熱
病
用
河
間
、
雑
病
用
丹
渓
、
一
以
貫
之
帰
於
内
経
、
此
医
道
之
大
全
也
。
二
全
九
集
』
巻
三
）

②
当
流
二
用
ル
ハ
四
先
生
ト
テ
四
人
ア
リ
、
張
仲
景
外
感
ヲ
主
ト
ス
。
劉
河
間
熱
病
ヲ
治
ス
、
李
束
垣
内
傷
ヲ
療
ス
。
朱
丹
渓
雑
病
ヲ
得

タ
リ
。
…
．
：
当
流
二
四
先
生
用
ル
内
二
、
東
垣
、
丹
渓
ヲ
本
ト
ス
。
…
…
又
、
此
内
二
丹
溪
ヲ
本
ト
ス
（
「
診
脈
口
伝
集
」
）

⑯
一
家
二
偏
執
ス
レ
バ
其
ノ
学
大
全
ス
ル
コ
ト
能
ワ
ザ
ル
也
。
…
…
外
感
ハ
仲
景
二
法
ル
・
内
傷
ハ
東
垣
二
法
ル
・
熱
病
ハ
河
間
二
法
ル
。

（
割
）

ｊ
雑
病
ハ
丹
渓
二
法
ル
。
今
医
工
指
南
篇
」
）

９９岨
こ
れ
ら
三
つ
の
引
用
文
は
、
張
仲
景
、
劉
河
間
、
李
東
垣
、
朱
丹
渓
の
四
先
生
に
関
す
る
説
で
は
類
似
し
て
い
る
が
、
主
張
し
た
い
点
は

推
定
さ
れ
る
。

⑮
二
全
九
集
」
）
で
は
、
四
先
生
は
各
々
に
得
意
の
分
野
を
も
つ
も
の
の
、
そ
の
根
底
は
黄
帝
内
経
の
一
貫
し
た
理
論
で
貫
か
れ
て
い
る
、

と
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
四
先
生
に
つ
い
て
記
述
し
た
部
分
は
王
論
の
「
明
医
雑
著
』
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
黄
帝

内
経
の
経
旨
に
基
づ
く
医
論
は
前
述
の
よ
う
に
導
道
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
り
、
ご
く
初
期
の
道
三
の
医
学
は
こ
の
立
場
を
採
っ
て
い
た
と

引
用
文
②
は
本
報
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
当
流
の
見
方
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
内
経
医
学
の
一
貫
し
た
立
場
は
影
が
薄
れ
、
丹
渓
の

医
学
に
集
約
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

道
三
の
『
医
工
指
南
篇
』
二
五
六
四
年
）
に
み
ら
れ
る
⑳
は
、
「
明
医
雑
著
』
か
ら
四
人
の
先
生
の
こ
と
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
「
一
家
に
偏

道
三
の
医
学
全
般
を
見
渡
す
と
、
『
素
問
」
の
存
在
は
軽
微
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
啓
廸
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
道
三
の
多
く
の
医
書
で

は
、
『
素
問
』
、
『
霊
枢
」
か
ら
の
引
用
が
極
め
て
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
流
の
当
初
の
医
書
で
あ
る
『
全
九
集
』
に
お
い
て
、
「
素
問
』
、

『
霊
枢
」
か
ら
の
引
用
が
多
い
点
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
当
流
の
ご
く
初
期
に
は
黄
帝
内
経
の
医
学
が
重
視
さ
れ
て
い
た

『
霊
枢
」
か
ら
の
引
雨

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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執
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
立
場
で
記
さ
れ
て
い
る
。
『
医
工
指
南
篇
』
（
「
十
五
指
南
篇
」
に
同
じ
）
は
道
三
流
の
病
理
観
や
治
療
方
針
が
体

（
配
）

系
だ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
害
を
以
っ
て
道
三
の
医
学
の
確
立
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
書
は
道
三
の
医
学

の
前
半
期
（
確
立
す
る
ま
で
の
時
期
）
と
後
半
期
（
確
立
後
の
時
期
）
を
分
け
る
指
標
に
な
る
、
と
著
者
ら
は
考
え
て
い
る
。

道
三
の
代
表
作
『
啓
迪
集
」
は
彼
の
後
半
期
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
六
四
種
も
の
医
書
を
用
い
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
書
に
は
、

．
家
に
偏
執
し
な
い
」
と
す
る
『
医
工
指
南
篇
」
の
姿
勢
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
道
三
の
医
学
と
い
え
ば
、
一
家
に
偏
執
し
な
い
後
半
期
に
み
ら
れ
た
姿
勢
の
み
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

半
期
の
道
三
は
自
分
の
名
前
を
作
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
、
丹
渓
の
医
学
に
固
執
し
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

曲
直
瀬
道
三
、
田
代
三
喜
に
関
す
る
諸
文
献
を
ご
教
示
頂
い
た
北
里
研
究
所
・
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の
小
曽
戸
洋
先
生
、
真
柳
誠
先
生
、
京
都

府
立
医
科
大
学
の
新
村
拓
先
生
、
京
都
大
学
の
松
田
清
先
生
、
元
塩
野
義
製
薬
株
式
会
社
の
桜
井
謙
介
先
生
に
深
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
諸
文
献
の
閲

覧
の
御
許
可
を
頂
い
た
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
、
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
に
深
謝
し
ま
す
。

〔
附
記
〕
当
流
授
受
裁
紙

道
三
は
弟
子
の
才
能
に
応
じ
て
当
流
の
秘
訣
を
「
切
紙
」
と
し
て
与
え
た
。
こ
れ
が
当
流
の
印
可
状
的
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
本
稿
で
論

じ
た
。
切
紙
に
つ
い
て
は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
当
流
の
印
可
吉
的
な
目
的
で
道
三
が
自
分
の
著
し
た
医
書
の
抜
粋
を
「
裁
紙
（
キ
リ
ガ
ミ
こ

と
し
て
弟
子
に
与
え
て
い
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

道
三
が
足
利
学
校
時
代
か
ら
七
十
六
才
（
一
五
八
二
年
）
の
老
年
に
至
る
ま
で
に
与
え
た
裁
紙
を
「
当
流
授
受
誠
紙
（
裁
紙
四
十
通
を
含
む
こ
と
し

て
「
当
流
医
学
之
源
委
」
の
中
で
記
し
て
い
る
。
以
下
に
補
足
し
な
が
ら
転
載
し
た
。
な
お
、
こ
の
記
事
は
当
流
の
「
裁
紙
」
の
実
体
を
明
ら
か
に

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
道
三
が
自
分
で
著
し
た
医
書
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
か
、
た
と
え
ば
、
初
学
者
向
き
の
も
の
か
、
当
流
の
奥
儀
に

謝
辞
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①
先
裁
紙
之
初
、
十
『
美
濃
医
書
（
Ⅱ
捷
径
弁
治
集
皀
、
「
愚
撰
脈
書
』

②
次
裁
紙
之
中
、
上
十
五
『
十
五
巻
（
医
工
指
南
篇
）
」
、
『
仮
全
九
（
仮
名
本
全
九
集
二
、
「
聖
功
方
（
授
蒙
聖
功
方
匡

③
次
裁
紙
之
中
、
下
三
十
『
真
全
九
（
真
名
本
全
九
集
）
』
、
『
能
毒
本
草
（
日
用
薬
性
能
毒
？
星
、
「
須
慎
類
（
須
慎
類
五
法
こ

④
次
歓
紙
之
奥
端
、
三
十
五
「
藍
墨
（
医
燈
藍
墨
）
」
、
「
宜
禁
本
草
』
、
「
神
術
類
（
試
験
神
術
類
五
百
三
十
四
法
ご

⑤
次
裁
紙
之
奥
、
四
十
『
雲
陣
夜
話
」
、
「
可
有
録
」
、
「
針
灸
経
（
針
灸
集
要
）
』

⑥
次
裁
紙
之
外
「
茶
話
（
八
十
一
ケ
条
茶
話
こ
、
『
山
居
（
山
居
四
要
抜
粋
）
」
、
「
炮
炎
論
」
『
針
灸
禁
穴
解
（
禁
灸
禁
針
穴
解
井
仰
伏
同
身
寸
法
）
」

⑦
次
『
三
家
流
（
三
家
者
流
明
説
）
」
『
三
国
医
源
」
、
「
針
治
聖
伝
（
針
治
聖
法
之
直
伝
）
」

⑧
次
「
大
徳
済
陰
秘
訣
（
大
徳
済
陰
方
？
こ
、
「
難
且
祝
酒
三
薬
式
」

⑨
大
略
熱
学
而
察
彼
心
底
慎
勤
須
授
与
「
啓
迪
集
』
者
也
。

近
い
も
の
か
、
等
を
知
る
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

文
献
お
よ
び
注

（
１
）
内
閣
文
庫
所
蔵
（
一
九
五
’
六
○
）
「
診
脈
口
伝
集
」

（
２
）
遠
藤
、
中
村
「
導
道
、
三
喜
別
人
説
の
検
討
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
四
巻
四
号
、
四
八
一
～
四
九
八
頁
、
一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）

（
３
）
道
三
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
剣
客
、
塚
原
ト
伝
（
一
四
八
九
’
一
五
七
一
）
は
自
分
の
起
し
た
型
を
当
流
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
が
固
有
名
詞
化
さ
れ
、

「
新
当
流
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
道
三
の
「
当
流
」
も
こ
れ
に
近
い
使
わ
れ
方
と
推
測
さ
れ
る
。

（
４
）
小
曽
戸
洋
「
名
方
類
証
医
書
大
全
解
題
」
『
医
書
大
全
、
医
方
大
成
論
」
（
漢
籍
医
書
集
成
、
七
）
、
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
一
九
八
九
（
平
成
一
年
）

（
５
）
河
内
全
節
『
日
本
医
道
沿
革
考
」
第
九
沿
革
、
二
九
～
三
○
頁
、
敬
業
館
蔵
版
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
年
）

（
６
）
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
（
イ
・
”
）
「
月
湖
抜
粋
医
学
迪
蒙
」

（
７
）
導
道
が
「
全
九
集
」
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
構
図
は
道
三
に
よ
る
作
為
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
詳
細
は
、
遠
藤
、
中
村
「
月
湖
編
蟇
全
九

対
学
侶
宜
使
授
与
之
次
序
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（
８
）

（
９
）

（
叩
）

（
Ⅱ
）

（
吃
）

（
昭
）

（
Ｍ
）

（
脂
）

（
恥
）

（
Ⅳ
）

（
的
）
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明

（
別
）
遠
藤
、
中
村
、
梁
、
奈

一
九
九
八
（
平
成
十
年
）

（
皿
）
曲
直
瀬
正
盛
（
一
渓
皐

（
犯
）
「
医
工
指
南
篇
」
は
房

（
肥
）
『
玉
機
微
義
」
序
文

集
の
諸
問
題
」
『
漢
方
の
臨
床
」
四
五
巻
二
号
、
三
五
～
四
六
頁
、
一
九
九
八
（
平
成
十
年
）

小
曽
戸
洋
著
「
中
国
医
学
古
典
と
日
本
」
二
五
頁
、
塙
書
房
、
東
京
、
一
九
九
六
（
平
成
八
年
）

月
湖
編
「
類
証
弁
異
全
九
集
』
（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
）

遠
藤
、
中
村
「
全
九
集
の
編
纂
者
と
そ
の
意
図
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
四
巻
二
号
、
二
三
○
～
二
三
一
頁
、
一
九
九
八
（
平
成
十
年
）

松
田
情
「
新
出
の
曲
直
瀬
道
三
医
書
」
『
漢
方
の
臨
床
」
四
二
巻
四
号
、
四
一
○
頁
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）

松
田
清
氏
が
大
分
県
臼
杵
図
書
館
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
依
っ
た
。

遠
藤
、
中
村
「
曲
直
瀬
道
三
著
『
切
紙
」
の
再
検
討
」
「
漢
方
の
臨
床
」
四
五
巻
九
号
、
一
○
～
二
二
頁
、
一
九
九
八
（
平
成
十
年
）

大
塚
敬
節
、
矢
数
道
明
編
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
、
四
、
曲
直
瀬
道
三
」
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
年
）

矢
数
道
明
「
近
世
漢
方
医
学
史
』
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）

真
柳
誠
、
矢
数
道
明
「
曲
直
瀬
姓
の
由
来
」
「
日
本
東
洋
医
学
雑
誌
」
四
二
巻
一
号
、
九
三
頁
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）

道
三
は
自
ら
の
名
の
由
来
を
「
我
れ
山
東
に
往
来
す
る
に
、
東
海
道
、
東
山
道
、
北
陸
道
の
三
道
に
よ
る
、
故
に
称
す
」
と
解
説
し
て
い
る
。

道
三
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
解
説
を
す
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
解
説
は
原
義
で
は
な
い
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
集
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
、
一
、
田
代
三
喜
」
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
年
）

遠
藤
、
中
村
、
梁
、
奈
倉
「
『
酬
医
頓
得
」
に
見
ら
れ
る
田
代
三
喜
の
医
説
（
一
こ
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
四
巻
一
号
、
七
三
～
九
○
頁
、

｜
イ
ノ
Ｊ
ノ
Ｊ
ノ
二
Ⅷ
「
肝
混
一
出
土
、

曲
直
瀬
正
盛
（
一
渓
、
道
三
）
著
『
医
工
指
南
篇
」
（
杏
雨
書
屋
）

「
医
工
指
南
篇
」
は
「
医
学
指
南
篇
』
あ
る
い
は
「
十
五
指
南
篇
」
と
も
い
わ
れ
る
。
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
成
立
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

『
当
流
医
学
之
源
委
」
の
記
述
に
基
づ
け
ば
、
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
年
）
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
の
著
者
は
一
般
に
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
曲
直
瀬
玄
朔
で
は
な
く
、
初
代
道
三
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
ご
教
示
を
小
曽
戸
洋
先
生
か
ら
頂
い
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

者
は
一
般
に
言
わ
れ
て
い

伶
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）
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MedicalThoughtofDosanManase's(曲直瀬道三)EarlyYears(I)

-TheMeaningoftheWord,&GTo,･yu(当流)''-

byJiroENDOandTerukoNAKAMURA

DosanManasewasafamousJapanesedoctorintheMuromachieraandwasinthevanguardofthe

GoseihaschoolofSino-Japanesetraditionalmedicine.Inhis!!Shinmyakukudenshu(『診脈口伝集』)''we

foundaninterestingaccounttoexplainthemeaningoftheword"Toryu",whichwasoftenfoundinthe

medicalbookswritteninDosan'searlyyears.Thiswordsignifies:6ourschool''inageneralsense,but

inthisbookDosanuseditwiththeadditionalmeaningofhismedicalthoughtoriginatinginZ〃〃”〃”

(朱丹渓)whowasafamousChinesedoctorintheYuanage.Inaddition,hementionedinthesamebook

thatToryuwasintroducedfromChinaintoJapanbyDodo(導道),succeededbySanki(三喜)and

propagatedbyhimself.

MoreoverourextensiveinvestigationofothermedicalliteratureshowedthatDosan,inhisearly

years,triedtodevelopasystemofmedicalthoughtonthebasisofthatofZ吻況血卯獅.Thisisworthy

ofnotebecauseitdiffersconsiderablyfromthestanceadoptedinDosan'slateryears:whilehevalued

Zﾙ況血刀獅,hereferredtomanymedicalbooksbyvariousauthors,andtriednottofavouranyparticular
school.

（
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）
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搾
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忠
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特
皿


